
　２．各階乗場出入口枠周囲のロックウール詰め工事

　３．乗場機器取付後の出入口廻りの壁および床の仕上工事

　４．昇降路頂部にエレベーター機器揚重用フックの設置工事（　　ｋＮ）／台

　５．通過階がある場合の非常救出口設置工事

　６．ピット内防水仕上工事（必要の時は，排水設備工事含む）

　７．ピット床下部使用の場合の建築対策工事

　８．ピットが深い場合の埋め戻し・浅い場合のはつり工事

　９．段違いピット時のピット内保護柵工事（必要の場合）

（１）建築工事関係

　１．昇降路の築造工事および各階出入口，インジケータ，押ボタン等の穴あけ

　　　工事（昇降路壁は５ｃｍ　辺り３００Ｎの外力が作用した時に１５ｍｍを２

　　　超える変形および塑性変形が生じない構造とすること）

　　　（かご敷居先端から１２５ｍｍ以下）

１０．昇降路内の騒音・振動が居室に伝搬しないレイアウト及び各種防音・防振

１１．その他建築に関する工事

　　（対策例１）昇降路の壁（ＲＣ）を厚くする（２００ｍｍ以上推奨）

　　（対策例２）隣接居室内のボードや天井を，昇降路壁（ＲＣ）に直接接しな

　　（対策例３）隣接居室内のボードに制振材（鉛板），吸音材を貼付けする

　　　　　　　　い工法とする

（２）設備工事関係

　１．動力用電源・照明電源・接地線の受電端子までの引込工事

　２．インターホン取付位置より昇降路までの配管配線工事

　３．火報信号の昇降路より外部の配管配線工事

　５．エレベーター遠隔管理用配管配線工事（昇降路～最寄の電話中継盤まで）

　４．遮煙ドアご採用の場合

　７．ピット内点検用コンセント設備工事（照明用ＡＣ１００Ｖとは別系統）

　８．昇降路頂部の煙感知器設備工事（外部より点検可能なこと）

　　　平成２０年国土交通省告示第１４５４号第一号により，点検口の戸は錠付

　　　停止させる必要がある

１０．かご室スピーカーがある場合，放送用配管配線の昇降路制御盤までの引込

　９．かご内ＴＶカメラがある場合，かご内ＴＶカメラ用配管配線工事

　　　（昇降路からモニター設置場所まで）・５Ｃ－２Ｖ同軸ケーブル

　　　工事（非常放送がある場合３線式とすること）

　６．建設設備連動に必要な接点供給工事

１２．監視盤電源の監視盤までの引込工事および配管配線工事

　　　遮煙ドア設置階乗降ロビーに火災感知器または煙感知器の設置工事

　　　（繋ぎ込み工事含む）

　　　（０．９φ×１０本）／台

　　　（工具を必要とするネジでも可）とし，戸が開いた時にはエレベーターを

　２．コンクリート強度は２１Ｎ／ｍｍ　以上のこと

　３．電源電圧の変動は＋５％～－１０％以内，電圧不平衡率５％以内のこと

　４．本エレベーター所定の性能維持のため，下記条件とすること

　５．（１）屋上等直接外気と接する乗場における雨水よけ設備により外部から

　　　　　　（ひさし・風除室・水勾配・グレーチング・防潮板等）

　６．昇降路壁には電気・水道管の配管・器具を埋め込まないこと

　７．昇降路内には他の用途の配管・ダクト等が露出しないようにすること

　８．遮断器はインバータ回線対応のものを使用すること

２

　１．昇降路間口・奥行寸法は，昇降路全域（ピット底部から昇降路頂部まで）

　　　（１）昇降路内の温度は－５℃～４０℃以内，湿度は月平均：９０％・日

　　　　　　平均：９５％未満，かつ急激な温度変化等で氷結・結露しないこと

１２．エレベーターから発生する高周波漏洩電流と高周波ノイズにより他の設備

　　　が影響を受ける恐れがあるため，次の対策をお勧めします。

　　　（２）エレベーターを含む動力の電源トランスと通信機器・ＯＡ機器等弱

　　　　　　電機器の電源トランスを分離する（エレベーター照明用電源は弱電

　　　（３）エレベーターを含む機器アース線と通信機器・ＯＡ機器等弱電機器

　　　　　　のアース線の分離配線と接地極の分離をする

１３．乗場壁へウレタン吹付けを行う場合は，乗場機器取付け後に施工する必要

　　　（建築基準法施行令第１２９条の２の４第１項第三号）

　　　け時の溶接の火花に引火する恐れがあります。昇降路内は不燃材もしくは

１４．乗場に向かって強風が吹く場合には，防風対策（建築工事）を行うこと

　　　風圧により乗場の戸が閉まらない恐れがあります。

１７．施工作業時間条件：月曜日～土曜日　８：００～１７：００

　９．輸送可能な適温配膳車や台車などの重量物は２５０ｋｇ以下とすること

１１．エレベーターの保守・点検並びに緊急対応のため，外部階段等から最上階

　　　および最下階エレベーターホールへアクセスできる経路を確保すること

１０．換気設備を設置する場合は昇降路外部より保守可能な位置とし，設置環境

　　　により雨水或いは防水対策を実施のこと

　　　にわたり確保のこと

　　　（個人宅など占有部を経由しないこと）

　　　　　　機器のトランスと分離不要）

　　　があります。乗場機器取付け前にウレタン吹付けを行うと，乗場機器取付

１５．製品の検査は各規格に準じた社内基準にて行います。

　　　制御盤：ＪＥＭ１０２１，１４６０

　　　尚、電動機の温度上昇試験・負荷特性試験は型式試験結果です。

　　　（２）センサ誤動作防止，および乗場戸熱変形防止のため，屋外または屋

　　　　　　内ガラス越しから乗場および駆動・制御装置（制御盤，秤装置等）

　　　尚，施工作業期間の内「４週６休」就労をさせて頂きます。

　　　工事　※居室への影響を検討の上，適切な防音・防振対策を行って下さい

　　　電動機（巻上機・駆動機）：ＪＥＣ－２１１０，２１３０，

　　　　　　　　　　　　　　　　ＪＩＳ　Ｃ－４０３４－１

１６．かごの内装デザイン等が別途工事の場合，品質保証（変色，はがれ，劣化

　　　材質：不燃または難燃認定品

　　　等の外観変化）対象外となります。

　　　また，昇降機保守対象外となります材質，構造等は以下を順守のこと

　　　構造：装飾品（鏡等含む）には，エレベーター非常止め作動時または緩衝

　　　　　　器衝突時は４Ｇ（縦方向），地震時は１Ｇ（横方向）相当の加速度

　　　　　　が発生する可能性があるためそれに耐え，かつ接着固定による劣化

　　　　　　を考慮した取付構造とすること

　　　照度：かごの床面で５０ルクス（乗用，寝台用以外では２５ルクス）以上

　　　　　　の照度とすること。建築用途と使用環境の違いにより，早期に寿命

　　　　　　を迎えることがあります。

　　　　　　①腐食性ガス：硫化水素ガス，亜硫酸ガス，塩素ガス，過酸化窒素

　　　　　　　　　　　　　ガス，アンモニアガスおよび海岸地区における潮風

　　　　　　　※昇降路標準環境の基準例

　　　　　　　　硫化水素ガス…Ｈ２Ｓ=０．００５［ｐｐｍ］以下

　　　　　　　　亜硫酸ガス…ＳＯ２=０．０１［ｐｐｍ］以下

　　　　　　　　塩化水素ガス…ＨＣｌ=０．０５［ｐｐｍ］以下

　　　　　　　　塩素ガス…Ｃｌ２=０．００５［ｐｐｍ］以下

　　　　　　　　アンモニアガス…ＮＨ３=０．１［ｐｐｍ］以下

　　　　　　　　海岸地区における潮風…海岸より２ｋｍ以上の地区

　　　　　　　　（プールサイドの場合上記塩素ガスＣｌ２基準値以下）

　　　　　　 ※海岸より２ｋｍ未満，プールサイドの場合は昇降路内に潮風

　　　　　　　 プール方向からの風が入らず，乗場が屋外に露出しないような

　　　　　　　 レイアウトとすること

　　　発熱量：エレベーター駆動部（　１０１０Ｗ／１台）

　　　　　　②電気接点の接触障害となるもの：鉄粉，炭塵，化学工場における

　　　　　　　粉塵

　　　　　　③爆発性ガスまたは粉塵：メタン，石炭ガス，ブタン，ガソリン，

　　　　　　　アセチレン，水素，エーテル，炭塵，穀粉

　　　（３）エレベーターの電気信号に影響をおよぼす電磁波がないこと

　　　　　　電磁波の電界強度が１０Ｖ／ｍ以下の環境とすること

　　　（４）原則，昇降路の設置場所は標高１０００ｍ以下の高さとすること

　　　難燃材（平１２建告１４０２号で定められた材料又は国土交通大臣の認定

　　　を受けたもの）とする必要があります。

　　　囲と厚みを昇降機担当へ連絡し問題ないことを確認ください。

　　　　　　風雨が侵入しないこと

　　　　　　に直射日光が当たらない対策を実施のこと

　　　　　　・かご照明の自動休止機能により，照明のＯＮ／ＯＦＦ回数が多い

　　　　　　・かごの昇降による振動がある

　　　※法定のオーバーヘッド寸法確保やドア装置取付に支障が無いか，施工範

　　　（２）金属を損耗または腐食したり電気接点の接触障害の原因となるよう

　　　　　　な塵および化学的有害ガスおよび爆発性ガスのないこと

　　　（１）エレベーター動力と通信機器・ＯＡ機器等弱電機器の電源線・通信

　　　　　　線を１ｍ以上分離する

（３）仮設工事関係

　１．据付工事用現場詰所および材料置場

　２．据付工事用および試運転調整用電力，セメント，小石等

　３．据付工事用の仮設電源（本設電源と同じ電源仕様にて支給願います。）

　５．重量物の搬入横引き距離は３０ｍ超

　４．重量物の搬入に支障のない通路の確保

つぎの事項を，弊社で用意・対応する場合は別途見積となります。

　６．エレベーターシャフトが隣接する場合の落下物防止区画対策・安全対策

　７．安全柵の先行取付　＊着工前，先行で取付た安全柵の管理も含む

　　　（ネット等）

　８．展望用エレベーターの場合の施工時のガラス部分養生

エレベーターの工事使用に係る件

　１．エレベーターを工事用に使用される場合は，別途契約が必要です。

工事関連事項

　１．現場検査立会は，【完了検査】【引渡（施主）検査】の２回と致します。

　２．乗場先行工事，多段階着工，他設備工事立会等，標準施工手順と異なる

　３．施工写真撮影は本工事に含みません。

　　　施工は本工事には含みません。

１１．昇降路の換気設備工事（昇降路内温度４０℃および昇降路温度上昇７℃を

　　　超える場合，換気設備が必要になります）

３．６ ２７．１ ５０．４ ２１．６

Ｒ１（ｋＮ） Ｒ２（ｋＮ） Ｒ３（ｋＮ） Ｒ４（ｋＮ）

レール下端部荷重（長期荷重）

８９．５ ７４．９

Ｐ１（ｋＮ） Ｐ２（ｋＮ）

ピット荷重（短期荷重）

ブラケット取付のため、

ピット内の壁または梁は

最下階ＦＬ面まで立ち上

げて下さい（建築工事）
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７

昇降路平面図 （１／３０）

（１階）

８７

昇降路平面図 （１／３０）

（ピット）

Ａ

Ｂ

Ａ

Ｂ

エレベーターかご内のインターホンは、常に外部のインターホン親機と連絡で

外部連絡装置（インターホン親機）設置上の注意点

きるようにすること。

管理人室等に設置する場合は、２４時間管理人が常駐する必要がある。

（建築基準法施行令第１２９条の１０第３項第三号）

もしも管理人が常駐しない場合は、以下のいずれかの措置が必要となる。

１．インターホン親機を共用部（エレベーターホールや廊下等）に設置する。

２．管理人室内のインターホン親機の鳴動を共用部から確認できるように設置

　　し、鳴動を確認した者が対応できるように、シールや名板で鳴動時の緊急

　　連絡先等の対応方法を明示する。

３．管理人不在時にはエレベーターを使えない状況にする。例えば営業時間内

　　のみ管理人室等に管理人が常駐するならば営業時間外は建物を閉館する。

※インターホンボックスの取付位置は別途

　は建築工事にて施工のこと。

　打合せによる。また穴あけ、取付用鋼材

※

インターホンボックス

（１ヶ所）

除外工事事項 注意事項

O3045

O3
65

0

Ｐ波地震感知器

Ｓ波地震感知器

Ｒ１Ｒ２

Ｒ３

Ｒ４

Ｐ１

Ｐ２

塗膜防水仕上面

（建築工事）

昇降路壁はブラケット取付部の為

埋設配管・配線は不可

BG 1700

WG
60

0

100

350

44

31

かご内法

160031

494

かご外法

1662274

8575

昇降路内法

24307575

か
ご

内
法

13
50

30

か
ご

外
法

14
95

61
0

75
75

昇
降

路
内

法

22
20

75

95

74
5

19
0

45
0

20
85

23
50

37
5

37510251180

3752580

27
25

1180 1400

出入口幅有効

900

43
0

点検用コンセント：１００Ｖ１．０ＫＶＡ

（照明用ＡＣ１００Ｖとは別系統のこと）

（電気工事）

敷居間隔

１０ｍｍ

O6000

35
5

11
5

85 30

お
も

り

レ
ー

ル
芯

か
ご

芯

おもり芯

かご面先端

かご

レール芯

O3045

494

かご外法

1662274

75

昇降路内法

243075

か
ご

外
法

14
95

61
0

75

昇
降

路
内

法

22
20

74
5

19
0

45
0

20
85

23
50

37
5

37510251180

3752580

27
25

O6000

43
0

11
5

お
も

り

レ
ー

ル
芯

か
ご

芯

おもり芯

かご面先端

かご

レール芯

BG 1700

WG
60

0

O6
00

0

O3
65

0

O6
00

0

昇降路機器はピット底面・側面、梁・壁

（コンクリートの場合）にあと施工アン

カーにより取付を行います

分

類
仕様項目 ０１号機

基

本

仕

様

機種名称 機械室レスエレベーター

用途 乗用 （車いす用）

制御方式 可変電圧可変周波数制御（回生なし）

操作方式 乗合全自動方式

積載量 ９００ｋｇ

定員 １３名

定格速度 ４５ｍ／ｍｉｎ

戸閉方式 ２枚戸両引き（ＣＯ）

出入口幅 ９００ｍｍ

出入口高さ ２１００ｍｍ

かご室内法間口 １６００ｍｍ

かご室内法奥行 １３５０ｍｍ

かご室内法高さ ２３００ｍｍ

出入口方式 一方向出入口

正面側停止数 ２停止（１－２階）

動力用電源 ＡＣ３φ－２１０Ｖ－６０Ｈｚ

照明用電源 ＡＣ１φ－１００Ｖ－６０Ｈｚ

そ

の

他

基

本

仕

様

耐震設計施工指針耐震クラス クラスＡ１４

公共建築工事標準仕様　適用年版 令和４年版

敷居間隔 １０ｍｍ

車いす仕様 制御機能付

視覚障がい者対応仕様 あり

地震時管制運転方式 Ｐ波＋Ｓ波センサ付３段設定（普通級）

停電時自動着床装置 あり

乗

場

仕

様

乗場三方枠
大枠末広幕板なし：１３０ｍｍ～３５０ｍｍ

ステンレスヘアライン（１－２階）

乗場戸 鋼板塗装（メーカー標準色）（１－２階）

乗場敷居 アルミ製（１－２階）

乗場インジケーター メーカー標準仕様： 樹脂フレーム付ステンレス（１－２階）

乗場インジケーター一体形ボタン メーカー標準仕様： 抗ウイルス・抗菌コート（１－２階）

乗場インジ運行表示灯１ 休止表示

車いす専用乗場ボタンプレート 一般用乗場ボタン連結取付：樹脂フレーム付ステンレス（１－２階）

車いす専用乗場ボタン メーカー標準仕様： 抗ウイルス・抗菌コート（１－２階）

乗場休止スイッチ あり

乗場休止スイッチ取付位置 乗場インジ組込

か

ご

室

仕

様

天井
メーカー標準仕様 （フラット：白色）

天井面材：鋼板塗装（メーカー標準色）

正面壁 化粧鋼板

側面壁 化粧鋼板

袖壁 ステンレスヘアライン

出入口上板 化粧鋼板

かご室戸 化粧鋼板

巾木 アルミ製

かご床 樹脂タイル：２ｍｍ

かご室敷居 アルミ製：２枚戸両引き用

かご操作盤タイプ 袖壁操作盤

かご操作盤プレート ステンレスヘアライン

かごボタン メーカー標準仕様： 抗ウイルス・抗菌コート

正操作盤インジケータータイプ かご内液晶インジケーター（１０．１インチ）

かご操作盤液晶インジケーター表示言語 平常時（日英）、注意喚起（日英／中韓切替）、緊急時（日英中韓）

車いす専用かご操作盤 両側面：ステンレスヘアライン

車いす専用正かご操作盤インジケータータイプ メーカー標準仕様 （橙色）

車いす専用かごボタン メーカー標準仕様： 抗ウイルス・抗菌コート

かご室換気 脱臭機能付きウイルス抑制装置＋ファン

かご室手すり
丸形（φ３２）ステンレスヘアライン： 二面取付（両側面）

（端部ストレート　ブラケット：φ２８）

かご室鏡 ステンレス鏡面フルハイト（巾：５００ｍｍ）

キックプレート ステンレスヘアライン（ビスなし）高さ：床面より３５０ｍｍ

壁保護幕 磁石式（保護幕高さ標準：床面より上端まで１８９５ｍｍ）

床保護マット あり

そ

の

他

仕

様

挟まれ防止ドアセンサ あり

セーフティシュー 片側（ 多光軸ドアセンサー 付き）

自動戸閉促進・乗場前検知挟まれ防止 あり

遮煙機能 あり （１－２階）

点字名板取付方法 接着

インターホン呼び出しボタン応答灯

（聴覚障がい者対応仕様）
あり

おもり非常止め なし

火災時管制運転方式 火報信号連動式

冠水時管制運転 あり

インターホン型式 ６Ｖ１局

乗場インターホンボックスタイプ ステンレスヘアライン（埋め込み形）

かご内アナウンス かご内４ヵ国語アナウンス（通常時：日英、緊急時：日英中韓）

かご室スピーカー あり

フェッシャープレート エレベーター手配（標準品）（２階）

煙感知器点検口スイッチ 正面側上部取付　【標準】

仮設動力電源 １式

特殊付加仕様 工事写真

管理建築士　一級建築士（大臣）第335100号　山本　裕一
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長

　 特 記 事 項 係

長

工 事 名 称

図 面 名 称 縮 尺

製作年月日

上下水道庁舎

当初・変更・完成

図 番
2025年 8月平

尾
出
口 昇降機設備図（１）

A1:1/30

A3:1/60
EV-01

一級建築士事務所 広島県知事登録 25(1)第3396号



（単位：ｋＮ）

高調波対策（高調波流出電流計算値）

回路分類
Ｐｉ台数高調波対策内容 機器名称

定格容量
６パルス等価

（kVA）

合計容量

細分Ｎｏ．
（kVA）

換算係数

６パルス

（Ｋｉ）

容量［Ki×Pi］

（kVA）

機器最大

稼働率

（％）

基本電流に対する高調波電流発生率Ｉｎ（％）

5次 7次 11次 13次 17次 19次 23次 25次

○
ノイズフィルタのみ

（標準）

DCリアクトル追加

（Ki=1.8相当）

０１号機

(900kg-45m/min)
5.8 1 5.8

31 3.4 19.6 25 65 41 8.5 7.7 4.3 3.1 2.6 1.8

33 1.8 10.4 25 30 13 8.4 5 4.7 3.2 3 2.2

高圧または特別高圧需要家が高調波発生機器を新設、増設または更新する場合には「高圧または特別高圧で受電する需要家の高調波抑制対策ガイドライン」への適用が求められます。

ガイドラインではその需要家から流出する高調波電流の上限値を定めており、超過する場合には何らかの対策を求められます。

※　各次数毎の高調波流出電流量は以下の計算により求めることができます。

各次数毎の高調波流出電流量（ｍA）＝ ×１０　×各次数毎の発生率Ⅰｎ（％）×機器最大稼働率ｋ（％）
合計容量Ｐｉ（ｋＶＡ）

受電電圧（ｋＶ）× √３

接地線サイズ

動力電源設備（ＣＶ－Ｔ電線使用時）

号機名 電動機容量

４．６ｋＷ０１

設備容量

４ｋＶＡ

電源側ＮＦ容量

４０ＡＴ
１００ｍＡ以上

感度電流値　　

動作時間　

０．２秒以上

（＊）
電線サイズ

３．５ｍｍ ２２１１９ｍまで　１４ｍｍ

２６９ｍまで　　８ｍｍ

２１８２ｍまで　２２ｍｍ

（＊）電源側に漏電遮断器を設置する場合

照明用電源ＡＣ１φ－１００Ｖ－６０Ｈｚ（設備容量：１ｋＶＡ／台・電源側ＮＦ容量：２０ＡＴ／台）

電源引込み口（昇降路頂部）

動力用：ＡＣ３φ－２１０Ｖ－６０Ｈｚ

照明用：ＡＣ１φ－１００Ｖ－６０Ｈｚ

Ｄ種接地工事

電源線引出し長さ：１００００ｍｍ

（電気工事）

８

出
入

口
芯

７

昇降路平面図 （１／３０）

（２階）

Ａ

Ｂ

出
入

口
芯

乗場正面図 （１／３０）

（１，２階）

８ ７

出
入

口
芯

乗場穴あけ図 （１／３０）

（１，２階）

８ ７

断面図 （１／３０）

Ｂ

煙感知器・点検ボックス（参考例）

矢視A-A

ＥＶレール支持用ブラケットに作用する地震時水平荷重

Ｆｘ１ Ｆｙ１ Ｆｘ２ Ｆｙ２ Ｆｘ３ Ｆｙ３

かご

お
も

り

Fx1

Fy1 Fy3

Fx3

Fy2

Fx2

　５．９０ 　５．４０ 　４．６２ 　９．２４ １０．５２ １２．１９

注：上記矢印の地震時荷重により柱、梁などのたわみの合計が５ｍｍ以下

　　となるよう部材を設計のこと。又、ねじれに対し強固に取付ること。

３

O3045

O3
65

0

昇降路壁はブラケット取付部の為

埋設配管・配線は不可

BG 1700

WG
60

0
100

350

44

31

かご内法

160031

494

かご外法

1662274

8575

昇降路内法

24307575

か
ご

内
法

13
50

30

か
ご

外
法

14
95

61
0

75
75

昇
降

路
内

法

22
20

75

95

74
5

19
0

45
0

20
85

23
50

37
5

37510251180

3752580

27
25

1180 1400

出入口幅有効

900

43
0

敷居間隔

１０ｍｍ

O6000

35
5

11
5

85 30

お
も

り

レ
ー

ル
芯

か
ご

芯

おもり芯

かご面先端

かご

レール芯

O6
00

0

制御盤

電源引込み口

（電気工事）

巻上機

出
入

口
高

さ
21

00

2580

1400 1180

出入口幅有効

900

一般用押ボタン

車いす用押ボタン

乗場位置表示器

250

O3045375

O6000

煙感知器（電気工事）

・外部より点検可能な構造として下さい

・雨水浸入が無い様配慮下さい

・ＥＶ連動スイッチ付（ＥＶ工事）

・煙感知器はかご投影面にかからない位置として下さい

・点検口は下記①または②として下さい

　①ＥＶ昇降路専用品（スイッチ取付台座付き）（１）～（４）のいずれか

　　（１）ホーチキ　　　ＫＵＳ－１Ｃ

　　（２）能美防災　　　ＦＸＳＪ００１Ａ－ＨＵ

　　（３）ニッタン　　　ＮＩＤ－Ｔ－Ｇ

　　（４）パナソニック　ＢＶ９５３５１（ＢＯＸ）＋ＢＶ９５３８１Ｈ（扉）

　②以下２項目を満足する点検口　～「煙感知器・点検ボックス（参考例）」参照

　　（１）スイッチ取付スペース２００×９０程度確保できる。

　　（２）錠付または工具を必要とするネジ付きの蓋で、１ｍｍ以上浮かないこと。

開口幅 1150

開
口

高
さ

22
00

81
0

80
5

35

150 150 床仕上面

（ＥＶＦＬ）

200

三方枠足元欠き込み

2580

1400 1180

O3045375

O6000

75 75

35
開

口
高

さ
22

00

ピ
ッ

ト
深

さ

12
50

塗膜防水仕上面

（建築工事）

床仕上面

（ＥＶＦＬ）

O3650

カ
バ

ー
プ

レ
ー

ト

埋
込

ボ
ッ

ク
ス

カバープレート

埋込ボックス

注意ラベル

貼り付け

扉開閉検出スイッチ

取付板

煙感知器収容箱

固定ねじ

カバープレート

蝶番

カバープレート

煙感知器

A

スイッチ取付スペース２００×９０程度

１ｍｍ以上浮かないことかご投影面に重ならないこと

230

210

200

18
0

22
0

19
0

100以内※

押し込み量：5～6

10

A

93
8.

5 12
00

床仕上面

（ＥＶＦＬ）

図面は塗膜防水仕上後の

有効寸法です。

モルタル防水仕上の場合は

仕上厚を考慮して下さい。

ブラケット取付のため、

ピット内の壁または梁は

最下階ＦＬ面まで立ち上

げて下さい（建築工事）

１
Ｆ

Ｌ

２
Ｆ

Ｌ

GLＲ
Ｆ

Ｌ

Ａ

Ｂ

昇降路断面図 （１／５０）昇降路内の温度は４０℃以下とする

天井点検口（建築工事）

出入口高さ 2100

4500

ピット深さ

1250

4800

オーバーヘッド

30001600 昇降行程 4500

昇降路全高 8750

500

昇降路頂部の地上高さ 8000

出入口高さ 2100

塗膜防水仕上面

（建築工事）

ピット点検用タラップ（ＥＶ工事）

点検用コンセント：１００Ｖ１．０ＫＶＡ

（照明用ＡＣ１００Ｖとは別系統のこと）

（電気工事）

750

天井高さ

3000

天井高さ

2700

37
5

23
50

36
50

60
00

89.5kN

74.9kN

制御盤

フェッシャープレート

（ＥＶ工事）

Ｐ波地震感知器

Ｓ波地震感知器

200

塞ぎ工事

（建築工事）

ｋ

部材

記号
名　称 部　材 工事区分

ｋ 揚重ビーム Ｈ－１００×１００×６×８ ＥＶ工事

管理建築士　一級建築士（大臣）第335100号　山本　裕一

担
当技

術
者

技
術
者

担
当

主
任技

術
者

管
理技

術
者

(仮 称 )上 下 水 道 庁 舎 建 設 工 事

明石市都市局住宅･建築室営繕課

担

当

担
当
課
長

課

長

　 特 記 事 項 係

長

工 事 名 称

図 面 名 称

製作年月日

上下水道庁舎

当初・変更・完成

図 番
2025年 8月平

尾
出
口 昇降機設備図（２） A3:1/60､100

A1:1/30､50縮 尺
EV-02

一級建築士事務所 広島県知事登録 25(1)第3396号

（電気工事）

煙感知器

（電気工事）

電源引込み口

点検扉

（建築工事）



かご室平面図 （１／２０）

（１／２０）Ｘ－Ｘ断面図

かご室参考図

Ｙ

Ｚ

Ｘ

Ｚ

Ｘ

Ｙ

天井伏図 （１／２０）

（１／２０）Ｙ－Ｙ断面図 Ｚ－Ｚ断面図 （１／２０）

※多光軸ドアセンサー

車いす用正操作盤車いす用副操作盤

かご操作盤

手すり

出入口幅有効 900

かご外法 1662

31 かご内法 1600 31

か
ご

外
法

14
95

11
5

か
ご

内
法

13
50

30

かご内法 1600

か
ご

内
法

13
50

巾木 キックプレート

出入口幅有効 900

インジケーター

かご操作盤

挟まれ防止ドア

センサー

天
井

高
さ

23
00

出
入

口
有

効
高

さ
21

00
20

0

手すり

フルハイト鏡

フルハイト鏡

500

車いす用

副操作盤
車いす用

副操作盤

車いす用

正操作盤

フルハイト鏡

90
0

80
0

担
当
課
長

係 担課　 特 記 事 項 工 事 名 称
製作年月日 (仮 称 )上 下 水 道 庁 舎 建 設 工 事

長 当長

管理建築士　一級建築士（大臣）第335100号　山本　裕一

管
理

主
任

担
当

担
当平

尾
出
口

技
術
者

技
術
者

技
術
者

技
術
者

図 面 名 称 縮 尺
2025年 8月明石市都市局住宅･建築室営繕課

当初・変更・完成

図 番上下水道庁舎

昇降機設備図（３）

A1:1/20

A3:1/40
EV-03

一級建築士事務所 広島県知事登録 25(1)第3396号
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新規家具①　本工事

凡例

セキュリティライン

新規家具②　別途工事

既存家具

(仮称)上下水道庁舎建設工事

明石市都市局住宅･建築室営繕課

担

当

課

長

　特記事項 係

長

工事名称

図面名称 縮尺

製作年月日

上下水道庁舎

当初・変更・完成

図番
2025年 7月 A1:1/100 Ｌ-01
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天井高 CH=2700

新規家具①　本工事

凡例

セキュリティライン

新規家具②　別途工事

既存家具

(仮称)上下水道庁舎建設工事

明石市都市局住宅･建築室営繕課

担

当

課

長

　特記事項 係

長

工事名称

図面名称 縮尺

製作年月日

上下水道庁舎

当初・変更・完成

図番
2025年 7月 A1:1/100 Ｌ-02

新築棟２階平面図
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(仮称)上下水道庁舎建設工事

明石市都市局住宅･建築室営繕課

担

当

課

長

　特記事項 係

長

工事名称

図面名称 縮尺

製作年月日

上下水道庁舎

当初・変更・完成

図番
2025年 7月 A1:1/100 Ｌ-03

新築棟　什器リスト(1)

※監督官及び関係者に什器の数、仕様等を確認・承諾後に発注・施工すること。

kenakashima
四角形
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四角形
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(仮称)上下水道庁舎建設工事

明石市都市局住宅･建築室営繕課

担

当

課

長

　特記事項 係

長

工事名称

図面名称 縮尺

製作年月日

上下水道庁舎

当初・変更・完成

図番
2025年 7月 A1:1/100 Ｌ-04

新築棟　什器リスト(2)

※監督官及び関係者に什器の数、仕様等を確認・承諾後に発注・施工すること。

kenakashima
四角形
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(仮称)上下水道庁舎建設工事

明石市都市局住宅･建築室営繕課

担

当

課

長

　特記事項 係

長

工事名称

図面名称 縮尺

製作年月日

上下水道庁舎

当初・変更・完成

図番
2025年 7月 A1:1/100 Ｌ-05

新築棟　什器リスト(3)

※監督官及び関係者に什器の数、仕様等を確認・承諾後に発注・施工すること。

kenakashima
四角形
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VP80

HP100

Ｉ

HP150

ＬＬＬ

HP200

HP200

VP100

Ａ

Ｈ

Ｑ

Ｎ

△ 道 路 境 界 線

△ 道 路 境 界 線

Ｐ

△
道

路
境

界
線

Ｏ外灯

DN

Ｐ

VP150
VP150

VP200
VP200

Ｓ

Ｄ

芝張り撤去

Ｒ

Ｕ ＵＶ Ｖ

Ｎ

駐 車 場
1台

ネットフェンス撤去

芝張り撤去

Ｍ

Ｐ

既存擁壁

Ｎ

Ｗ

外構撤去リスト

側溝 L＝83ｍ（参考数量）

符号

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

名称

詳細図参照ステップ撤去

植込、Ｌ型側溝撤去

植込、縁石撤去

Ｌ型側溝撤去

仕様 Ｅ

Ｆ

Ｇ

Ｈ

詳細図参照

詳細図参照

フェンス撤去

側溝Ａ撤去

雨水桝Ａ撤去

雨水桝Ｂ撤去

側溝Ｂ撤去

Ｊ

Ｋ

Ｌ

詳細図参照

詳細図参照

詳細図参照

雨水桝Ｃ撤去

雨水桝Ｄ撤去

雨水桝Ｅ撤去

Ｍ

Ｎ アスファルト舗装撤去

側溝Ｃ撤去

側溝 L＝23ｍ（参考数量）

フェンス L＝220ｍ（参考数量）Ｌ型側溝 L＝40ｍ、擬石ﾌﾞﾛｯｸ L＝40ｍ（参考数量）

詳細図参照 縁石 L＝260ｍ（参考数量）

詳細図参照 2,160㎡（参考数量）Ｌ型側溝 L＝103ｍ（参考数量）

Ｏ

Ｐ
土間コンクリート t150 D10＠200（縦横共）砕石 t100

外灯 4ｍ程度 亜鉛メッキ鋼板 球型タイプ１灯
外灯（基礎共）撤去

土間コンクリート撤去

Ｑ 詳細図参照

Ｒ

門扉Ａ撤去

土間コンクリート 117㎡（参考数量）

門扉Ｂ撤去 詳細図参照

コンクリート製独立基礎 500×500×1200 程度 6箇所

Ｓ 忍び返し付きフェンス撤去 詳細図参照 L＝3.3ｍ（参考数量）

Ｘ

凡　 例

解体建物を示す

土間コンクリート撤去範囲を示す

緑地撤去範囲を示す（全て芝張りとする）

アスファルト舗装撤去範囲を示す アスファルト表層撤去範囲を示す

緑地撤去範囲を示す

低木②撤去：37㎡程度（16本程度）

低木②撤去：18㎡程度（10本程度）

詳細図参照Ｔ 雨水桝Ｆ撤去

Ｕ

Ｖ

雨水桝Ｇ撤去 詳細図参照

詳細図参照雨水桝Ｈ撤去

詳細図参照Ｗ 現場打ち側溝用ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ撤去

詳細図参照

詳細図参照

Ｘ

Ｙ

屋外看板撤去

カーブミラー撤去

Ｚ ハンドホール撤去

管理建築士　一級建築士（大臣）第335100号　山本　裕一
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(仮 称 )上 下 水 道 庁 舎 建 設 工 事

明石市都市局住宅･建築室営繕課

担

当

担
当
課
長

課

長

　 特 記 事 項 係

長

工 事 名 称

図 面 名 称 縮 尺

製作年月日

上下水道庁舎

当初・変更・完成

図 番
2025年 8月平

尾
出
口 外構撤去図

A1:1/300

A3:1/600

外灯

Ｈ
Ｈ

Ｈ Ｈ

Ｚ

詳細図参照 4箇所

G-01

駐輪場(屋根付)
Ｓ 造 、 平 屋

建 築 面 積 ： 32.32㎡
延 べ 面 積 ： 32.32㎡

※樹木の撤去は高木②（伐採・伐根）：樹高H5.0m×幹周C25㎝程度とする。

※樹木の撤去は低木①（伐採・伐根）：樹高H2.0m×幹周C10㎝程度とする。

※樹木の撤去は低木②（伐採・伐根）：樹高H0.5m×枝張W0.5m程度とする。

I'

Ｉ Ｉ側溝　　 L＝4ｍ　　　L＝7.2ｍ（参考数量）

駐車場 17台

Ｄ
Ｎ Ｎ駐車場 2台

Ｏ

外灯

駐車場

駐車場(屋根付)
Ｓ 造 、 平 屋

建 築 面 積 ： 127.84㎡
延 べ 面 積 ： 127.84㎡

駐車場(屋根付)
Ｓ 造 、 平 屋

建 築 面 積 ： 148.50㎡
延 べ 面 積 ： 148.50㎡

水道サービスセンター
Ｒ Ｃ 造 、 ２ 階 建 て

建 築 面 積 ： 329.32㎡

延 べ 面 積 ： 626.32㎡

一級建築士事務所 広島県知事登録 25(1)第3396号

I' I'

高木②撤去：4本
△ 道 路 境 界 線

低木②撤去：450㎡程度（30本程度）低木②撤去：15㎡程度(2本程度)

駐車場 2台 駐車場 1台

Ｙ



砕石t=100

捨てコンクリートt=50

Ｄ10-200＠ﾀﾃﾖｺS

現場打ち集水桝用ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ
（鋼製溶融亜鉛ﾒｯｷ仕上・枠付）

砕石t=100

捨てコンクリートt=50

Ｄ10-200＠ﾀﾃﾖｺS

t=20 敷ﾓﾙﾀﾙ

t=100 基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ

砕石　t100

ｺﾝｸﾘｰﾄ境界ﾌﾞﾛｯｸ
180×210×300×600

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装

ﾓﾙﾀﾙｺﾃ押え

段鼻ﾀｲﾙ張り 150×60

複層塗材E吹付

ｺﾝｸﾘｰﾄｺﾃ押え

手摺：ｽﾃﾝﾚｽﾊﾟｲﾌﾟ 40φ HL

砕石 t=100

段鼻ﾀｲﾙ張り 150×60

ﾓﾙﾀﾙｺﾃ押え

手摺：ｽﾃﾝﾚｽﾊﾟｲﾌﾟ 40φ HL

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装

（断面図） （平面図）

Ｌ型側溝

ｺﾝｸﾘｰﾄ境界ﾌﾞﾛｯｸ

35

ｺﾝｸﾘｰﾄ境界ﾌﾞﾛｯｸ

擬石ﾌﾞﾛｯｸt=150積み（1段）

植込

15180

2
00

300

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装

植込

砕石t=100

捨てコンクリートt=50

15
0

10
0

600
捨ｺﾝｸﾘｰﾄt=50
砕石敷t=100

1
0
0
5
0

100 300 100

500

▽ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装面

4
0
0
～
4
50

D10＠300ﾀﾃﾖｺS

砕石t=100

捨てコンクリートt=50

現場打ち集水桝用ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ
（鋼製溶融亜鉛ﾒｯｷ仕上・枠付）

10
0

Ｌ型側溝

ｺﾝｸﾘｰﾄ境界ﾌﾞﾛｯｸ

砕石 t=200

580

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装

180×200×600180×200×600

現場打ち集水桝用ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ
（鋼製溶融亜鉛ﾒｯｷ仕上・枠付）

Ｄ10-200＠ﾀﾃﾖｺS Ｄ10-200＠ﾀﾃﾖｺS

1
0
0

D10＠300ﾀﾃﾖｺS

3
0
0
～
3
5
0

捨ｺﾝｸﾘｰﾄt=50
砕石敷t=100

10
0
5
0

現場打ち側溝用ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ
（鋼製溶融亜鉛ﾒｯｷ仕上・枠付）

▽ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装面

砕石t=100

捨てコンクリートt=50

Ｄ10-200＠ﾀﾃﾖｺS

H=830 1箇所、H=500 2箇所

現場打ち集水桝用ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ
（鋼製溶融亜鉛ﾒｯｷ仕上・枠付）

ＨＰ150 11m共ＨＰ200 11m共

ＨＰ150 6.4m、ＨＰ300 5.7m共

ＨＰ100 2.5m共

現場打ち集水桝用ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ

（鋼製溶融亜鉛ﾒｯｷ仕上・枠付）

砕石t=100

捨てコンクリートt=50

Ｄ10-200＠ﾀﾃﾖｺS

現場打ち集水桝用ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ
（鋼製溶融亜鉛ﾒｯｷ仕上・枠付）

φ38.1×1.6
（水抜穴付）

1
0
0

2,000

完全式菱形金網

φ38.1×1.6

2,000

1
,7
5
0

Φ4.0

Φ4.0

50300

ｺﾝｸﾘｰﾄ製独立基礎

φ50.8×3.2

300×300×450 @4000

1/10Ａ Ｂ Ｃ1/10 ステップ撤去 詳細図縁石撤去 詳細図 植込、Ｌ型側溝撤去 詳細図 1/10 Ｌ型側溝撤去 詳細図

1/20 1/20 1/20 1/20

1/20 1/20 1/20

Ｄ

Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ

Ｉ Ｊ Ｋ Ｌ

1/30

側溝Ａ撤去 詳細図 雨水桝Ａ撤去 詳細図 雨水桝Ｂ撤去 詳細図

雨水桝Ｃ撤去 詳細図 雨水桝Ｄ撤去 詳細図 雨水桝Ｅ撤去 詳細図 Ｍ 1/20側溝Ｃ撤去 詳細図1/20

法面

捨ｺﾝｸﾘｰﾄt=50・砕石敷t=100

植栽

D10＠300ﾀﾃﾖｺS D10＠300ﾀﾃﾖｺS

300×300×450 @4000

縞鋼板製蓋t3.2(一部)

50 50900

ｺﾝｸﾘｰﾄ製独立基礎(一部)

控え柱(一部)

φ38.1×1.6

300

1
0
0

1,
7
5
0

20
0

法面

D10＠300ﾀﾃﾖｺS

縞鋼板製蓋t3.2(一部)

50

300

50

捨ｺﾝｸﾘｰﾄt=50・砕石敷t=100

植栽

1
0
0

1,
7
5
0

20
0

5
0

10
0

4
5
0

5
0

10
0

4
5
0

600

※配筋要領は解体図KA-008参照

管理建築士　一級建築士（大臣）第335100号　山本　裕一
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明石市都市局住宅･建築室営繕課
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　 特 記 事 項 係

長

工 事 名 称

図 面 名 称

製作年月日

上下水道庁舎

当初・変更・完成

図 番
2025年 8月平

尾
出
口 外構撤去詳細図（１）

縮 尺 A1:1/10､20､30

A3:1/20､40､60
G-02

フェンス撤去（基礎共） 詳細図
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砕石 t=200
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100100 420×620

6
0

420×620

720×920

50

400×400

700×700

470×470

770×770

250

300 260 260 260 260 300

180

1
0
0

1
0
0

9
0
0

20
0

2
0
0

2
0
0

2
00

20
0

1,480150 150
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300150200
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50

150

側溝Ｂ撤去 詳細図Ｉ'
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50110
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Ｉ

Ｉ'

砕石t=100

モルタルt=30
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砕石t=100

モルタルt=30

ＶＰ80 0.8m共
ＶＰ100 2.6m共

鋼製溶融亜鉛ﾒｯｷｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋
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10030

30

160

10030
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0
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0

一級建築士事務所 広島県知事登録 25(1)第3396号



Ｓ

テンションケーブル

φ50.8×2.3 φ50.8×2.3

ワイヤメッシュ

（ハイテンション線）

1/20忍び返し付きフェンス撤去（基礎共） 詳細図

D10＠300ﾀﾃﾖｺS

3
0

1,
47
0

1
,5
00

2,000 2,000

4
2
0

1
,5
00

4
2
0

350□

モルタル＋鉄平石張り

1
0
0

1
,
5
0
0

2
0
0

5,800800 800500

▽土間コンクリート舗装面

2,000

1
,
9
0
0

1
,
9
0
0

門柱：コンクリート下地 門柱：コンクリート下地
フェンス撤去

2
0
0

2
0
0

2
0
0

4
0
0

1
,
9
0
0

1
,
8
0
0

500 3,000

1
0
0

1,000 2,500

モルタル＋鉄平石張り

フープ筋　　-D13

D13

D13@200

D13@200

□-100×50×3.2t

戸車

FB-50×6t

アンカーD10×200L　@500ピッチ

□-30×20×1.6t @150ピッチ

1/30アスファルト舗装撤去 詳細図 1/5Ｎ Ｑ

管理建築士　一級建築士（大臣）第335100号　山本　裕一
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長

　 特 記 事 項 係

長

工 事 名 称

図 面 名 称

製作年月日

上下水道庁舎

当初・変更・完成

図 番
2025年 8月平

尾
出
口 外構撤去詳細図（２） A3:1/10､40､60､100

A1:1/5､20､30､50縮 尺
G-03

門扉撤去（基礎共） 詳細図

400 400

門φ25×800L(亜鉛メッキ)

PL-200×4.5t

（水抜穴付）

Φ4.0

Φ4.0

φ38.1×1.6

φ50.8×3.2

完全式菱形金網

φ38.1×1.6

Ｏ 外灯（基礎共）撤去 詳細図 1/30

路　盤

表　層5
0

1
5
02
0
0

表層：アスファルト混合物

プライムコートPK-3

路盤材：再生クラッシャラン

(路　床)

D10-＠200 ﾀﾃﾖｺS

端部1-D13

▽ＧＬ

外灯(電気設備工事）

ｺﾝｸﾘｰﾄ製独立基礎

砕石敷t=100
500×500×1200

1
0
0

□500

1
2
0
0

2
0
0

Ｐ 土間コンクリート撤去 詳細図 1/10

D10-@200 ﾀﾃﾖｺ

コンクリート コテ押え

砕石

1
0
0

2
5
0

1
5
0

1/20Ｔ 雨水桝Ｆ撤去 詳細図

砕石t=100

捨てコンクリートt=50

Ｄ10-200＠ﾀﾃﾖｺS

20
0

ＨＰ200 10m共

800×700

500×400 100100

6
0

1
0
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1
20
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0

3
0
0

1/20Ｕ 雨水桝Ｇ撤去 詳細図

ＶＰ150 3.0m共

砕石t=100

捨てコンクリートt=50

Ｄ10-200＠ﾀﾃﾖｺS
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500×500
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7
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現場打ち集水桝用ｺﾝｸﾘｰﾄ蓋

1/20雨水桝Ｇ撤去 詳細図Ｖ

ＶＰ200 4.5m共

砕石t=100

捨てコンクリートt=50

Ｄ10-200＠ﾀﾃﾖｺS

20
0

500×500
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800×800

100100

1
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1
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0
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現場打ち集水桝用ｺﾝｸﾘｰﾄ蓋

1/20Ｗ 現場打ち側溝用ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ撤去 詳細図

（鋼製溶融亜鉛ﾒｯｷ仕上・枠付）

▽ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装面

現場打ち側溝用ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ撤去

100 300 100

500

1
0
0

30
0
～
3
5
0

600

1
00

50

1/20Ｘ 屋外看板撤去 詳細図

Ｌ型アングル

Ｌ型アングル
25×25×3

50×50×5

Ｌ型アングル
25×25×3
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※樹木の新設は低木①：樹高H2.0m×幹周C10㎝程度とする。

※低木①の樹種はカイヅカ、低木②の樹種はツツジとする。

透水性ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ敷き200×100新設範囲を示す

***

申請建物を示す

凡　 例

設計GL②からの高さを示す

新設緑地を示す（全て芝張りとする）

アスファルト舗装新設範囲を示す

土間コンクリート新設範囲を示す

アスファルト表層新設範囲を示す

透水性ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ敷き200×200新設範囲を示す ※樹木の新設は低木②：樹高H0.5m×枝張W0.5m程度（5株/㎡程度）とする。

メッシュフェンス新設

コンクリート擁壁Ｂ新設

コンクリート擁壁Ａ新設

目隠しフェンス新設

外灯ポールライト基礎新設 コンクリート製独立基礎 500×500×1200 程度 8箇所

EV充電スタンド基礎新設

門扉Ａ新設

Ｗ

門扉Ｂ新設

門扉Ｃ新設

バリカー(上下式)新設Ｖ

Ｕ

Ｔ

Ｓ

Ｒ

白線　焼付塗装　W=100、ゼブラ表示

シート張り

駐車場白線引き新設

車止め新設

思いやり駐車場標示新設

Ｐ

Ｏ

Ｎ

Ｍ

忍び返し付きメッシュフェンス新設Ｑ

スロープ(車路)Ａ新設Ｌ

Ｋ

Ｊ

Ｉ

Ｈ

Ｇ

Ｆ

消防水利標識新設ｂ

カーブミラー新設

細目グレーチングふた T-25新設

ａ 防火水槽新設

Ｚ 門扉Ｄ新設

Ｘ

Ｙ

設備基礎新設

仕様

ｄ

ｄ

OS-1 OS-2 自立名称サイン新設 サイン詳細図参照

ｅ 電動門扉開閉押しﾎﾞﾀﾝｽｲｯﾁｽﾀﾝﾄﾞ新設

ｅ

EV充電スタンド基礎
３ヶ所

駐輪場屋根Ａ(駐輪場＋ﾊﾞｲｸ置場)新設

駐輪場屋根Ｂ(駐輪場)新設

駐輪場屋根Ｃ(ﾊﾞｲｸ置場)新設

外構リスト

詳細図(1) 参照

詳細図(1) 参照

詳細図(1) 参照

詳細図(1) 参照

詳細図(5) 参照

詳細図(6) 参照

詳細図(7) 参照

フェンス L＝220ｍ（参考数量）、詳細図(8) 参照

H＝1.6ｍフェンス L＝118ｍ（参考数量）、詳細図(8) 参照

H＝1.8ｍフェンス L＝8ｍ（参考数量）、詳細図(8) 参照

詳細図(1) 参照

詳細図(1) 参照

詳細図(2) 参照

、詳細図(2) 参照

詳細図(1) 参照

詳細図(2) 参照

詳細図(3),(4),(10) 参照

詳細図(3),(9) 参照

詳細図(3),(4),(11) 参照

詳細図(2) 参照

詳細図(2) 参照

詳細図(1) 参照

（1台）
身障者用

詳細図(1) 参照

溝幅350、詳細図(1) 参照

詳細図(3),(4),(12) 参照

詳細図(13) 参照

詳細図(1) 参照

詳細図(2) 参照

詳細図(11) 参照

Ｑ
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1/10Ａ Ｂ1/10アスファルト舗装新設 詳細図 土間コンクリート新設 詳細図 Ｃ1/10 植込、縁石新設 詳細図 Ｏ 車止め新設 詳細図

1/20コンクリート擁壁Ｂ新設 詳細図

1/20コンクリート擁壁Ａ新設 詳細図Ｊ

Ｋ

1/10 1/10縁石新設 詳細図Ｄ

Ｐ 外灯ポールライト基礎 新設 詳細図 1/30

1/30EV充電スタンド基礎 新設 詳細図

細目グレーチングふた T-25 新設 詳細図 1/201/20

管理建築士　一級建築士（大臣）第335100号　山本　裕一

担
当技

術
者

技
術
者

担
当

主
任技

術
者

管
理技

術
者

(仮称 )上下水道庁舎建設工事

明石市都市局住宅･建築室営繕課

担

当

担
当
課
長

課

長

　特記事項 係

長

工事名称

図面名称

製作年月日

上下水道庁舎

当初・変更・完成

図番
2025年 8月平

尾
出
口 外構詳細図（１）

縮尺 A1:1/10､20､50

A3:1/20､40､100
G-06

Ｙ カーブミラー新設 詳細図

100 300 100

500

10
0

3
00

～
35

0

600

1
00

50

1
0
0

240

200 2020

1,
36

0

1
,
26

0
1
00

240

1,
20

0

1,
10

0
1
0
0

一級建築士事務所 広島県知事登録 25(1)第3396号

粗面仕上げ

１

１ ＰＥ

１ ＳＤ２９５Ａ

―

―

― ―

―

―

１

１

１

個数 材　　質

ＰＭＭＡ

ＦＲＰ

ＰＣ

１ ＳＴＫ４００ 静電粉体塗装

ＳＳ４００ 溶融亜鉛メッキ

ＳＳ４００ 溶融亜鉛メッキ４

溶融亜鉛メッキＳＳ４００

ＳＳ４００ 溶融亜鉛メッキ

４

１

アルミニウム

ＦＲＰ

ＳＭＣ成型

１

１

t=3.0mm・真空蒸着

規格仕様

ＳＴＫ４００
下地亜鉛メッキ

＋静電粉体塗装１

同上ボルトナット

注意板取付バンド

キャップ

根入れ鉄筋

９

８

７

６

５

４

３ フード

２ バックプレート

１

名　　称

アクリルミラー

支柱

金具締付ボルトナット

裏板金具取付ボルト

支柱取付金具

裏板取付金具

取付枠

取付枠付リベット

□５００×６００（シングル）

鏡面　Ｒ＝３０００

注意板

１０

１０

１１

１２

１３

１４

１５

１式

１式

ナック・ケイ・エス(株) MA506S同等品

支 柱

φ ７ ６ . ３ ｘ ３ . ２ ｔ

ｘ ３ ６ ０ ０ Ｌ

1 0

1
0
0

7
0
0

□500 □500

Ｇ Ｌ Ｇ Ｌ

1 1

2
5
0
0
(標

準
設
置

高
さ

)

正 　 面 　 図 側 　 面 　 図 背 　 面 　 図

5
0
0

600

注

意

２

７ ９

８６

1 4 1 5

1 2
３

１

４

1 3

５

正 　 面 　 図 側 　 面 　 図

Ｇ Ｌ Ｇ Ｌ

２

上蓋(SUS304)

４ ５

５

４

３

２

１  標識版

ステンレス

１枚

１本

１本

２式

２式

個数

ステンレス

アルミ

材　　質 規格仕様名　　称

支柱

アンカー鋼

取付金具

取付ボルト

アルミ

t=1.2mm

t=3.0mm

SUS304 M8×30

アルミ合金

1/20ｂ 消防水利標識新設 詳細図

6
0
0

１

サイズ

色彩 

文字及び縁を白色、枠を赤色、地を

青色とする。 

消防水利

2
4
0
0
(
標
準
設
置
高
さ
)

②標識板の表面は、全面反射式とし、文字及び縁はスコッチライトを使用すること。 

③鋼板の場合は、素地に脱脂処理を行い、防錆塗料で塗装し、表面は、メラミン焼付式とすること。

SUS304 t=2.3mm φ60.5

④支柱は厚さ2.3mm以上、外径60mm以上の円形鋼管の直柱又は曲柱とすること。

⑥支柱埋込部は地表面より地中約25cmの部分で幅5cm、長さ30cmのＬ型鋼板を直径5mm以上のボルトで１箇所固定すること。

　厚さ1.2mm以上のアルミニウム板で、いずれも外周にアールを付けること。 

①標識基板は、厚さ1.0mm以上の鋼板若しくはアルミニウムと亜鉛メッキ鋼板又は

1
0
0

5
0
0

３

⑤支柱の色は白色とすること。

⑦支柱の頭部はSUS製のキャップを使用する等、雨水等が入らない構造とすること。

Ｌ型鋼板

600×1.2

文字サイズ

高さ       　　　 140

消から利の幅 　　 350

赤枠の太さ　　　　20

□500□500

Ｘ

Ｗ

1
00

1,
80

0

1,
90

0

2,500

1
00

50
2
50

D10-＠200

4
50

1,
4
60

1
,8

60

捨ｺﾝｸﾘｰﾄt=50・砕石敷t=100

50

8
50

2
00

1
,2

00

5
0

1
00

501,650

1-D13 1-D13

D13-＠200

D10-＠200

1-D13

か
ぶ

り
6
0

か
ぶ

り
6
0

D13-＠200

D13-＠200
かぶり80 かぶり80

1-D13

1-D13 1-D13

D10-＠200

D10-＠200
D10-＠200D10-＠200

200 2020

かぶり80かぶり80

擁壁用透水マットt=20

水抜穴：硬質塩化ビニール管φ75
千鳥配置

水抜穴：硬質塩化ビニール管φ75
千鳥配置

66
076

0
39

0

設計GL②+230▽

1,130

19
0

280

設計GL②+1360▽

擁壁:RC打放(B種)の上
複層仕上塗材E吹付

誘発目地・伸縮目地@2,500

計画建物側駐車場側

▽設計GL①±0＝KBM+1030

良質な砂質埋戻し土

設計GL②±0＝KBM-230▽

480 1,780

（RC40）

擁壁:RC打放(B種)の上
複層仕上塗材E吹付

誘発目地・伸縮目地@2,500

設計GL②+1360▽

良質な砂質埋戻し土

設計GL②-160▽

スロープ側高度処理棟側

空気量

塩化物量

水セメント比

単位水量

単位セメント量

細骨材の種類

粗骨材の種類

セメントの種類 □普通ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ

□砂　　□山砂

□砂利　　□砕石

□185kg/m3以下

□270kg/m3以上

□4.5%

□0.3%以下

□65%以下

設計基準強度(Fc=N/mm2) Fc21

□SD295異形鉄筋 径 D10、D13

5050

・コンクリート強度 FC=21(Ｎ/ｍｍ )

・普通ポルトランドセメント

2

50

捨ｺﾝｸﾘｰﾄt=50

浅層改良体t=1800

※水抜穴は壁面３㎡あたり１箇所以上設けること

1
80

0

設計基準強度 Fc=200KN/㎡

改良体幅

短辺 B=2.7m
長辺 L=5.93m

改良体天端深度

GL-0.5m

改良体下端深度

GL-2.3m

改良体厚

1.8m

ライジングＷ工法（浅層地盤改良）

2,700



ア ス フ ァ ル ト 舗 装 新 設

(株)サンポール リフター（車止め）LA-17KC型　同等品
埋込式　キー付　クサリ内蔵型　支柱間ピッチ2000

4
,
0
0
0

1
,
0
0
0

1 , 00 02,500

7
0
0

7
0
0

1
0
0

1 0 07 0 0 700

車 止 め

L=1800

シ ー ト 張 り

思 い や り 駐 車 場 標 示

ゼ ブ ラ 標 示 白 線 焼 付 塗 装 W=100

φ175

3
0

1
3
5

φ13丸棒(4ヶ所)
SS400

□500

1
8
0

3
0
0

6
0
0

8
2
9

1
0
0

□350以上

▽ＧＬ

チェーン(2m)

SUS304φ6

反射テ－プ

キャップ

φ165.2 SUS304

埋込スリーブSTK400φ216.3ｔ4.5
溶融亜鉛メッキ

φ
2
5
8

4-M8　　　

取っ手 φ8

SUS304

路　盤

1
0
0

(
5
0
)

1
8
0

路盤材：再生クラッシャラン

フィルター層

路　床

6
0

(3) (3) (3)

3
0

透水シート

クッション材：砂敷き

目地砂

透水性インターロッキングブロック 200×100

路　盤

1
0
0

(
5
0
)

1
8
0

路盤材：再生クラッシャラン

フィルター層

路　床

6
0

(3) (3) (3)

3
0

透水シート

クッション材：砂敷き

目地砂

(株)ユニソン セーフティベガス同等品以上

(株)ユニソン セーフティベガス同等品以上

既 存 門 扉

既 存 手 摺

既 存 門 柱

既 存 門 扉

既 存 植 込

既 存 門 柱

10,800

+1190

DN

透水性インターロッキングブロック 200×200（新築建物南側のみ）

バリカー(上下式)新設 詳細図Ｖ 1/20

Ｎ 思いやり駐車場標示新設 詳細図 1/50

1/5Ｕ 透水性インターロッキングブロック敷き新設 詳細図

Ｌ スロープ(車路)Ａ新設 詳細図 1/50

管理建築士　一級建築士（大臣）第335100号　山本　裕一

担
当技

術
者

技
術
者

担
当

主
任技

術
者

管
理技

術
者

(仮 称 )上 下 水 道 庁 舎 建 設 工 事

明石市都市局住宅･建築室営繕課

担

当

担
当
課
長

課

長

　 特 記 事 項 係

長

工 事 名 称

図 面 名 称

製作年月日

上下水道庁舎

当初・変更・完成

図 番
2025年 8月平

尾
出
口 外構詳細図（２）

縮 尺 A1:1/5､20､50

A3:1/10､40､100
G-07

ア ス フ ァ ル ト 舗 装

植 込

（ 平 面 図 ）

白 線 焼 付 塗 装 W=100

自 立 名 称 サ イ ン

既設高度処理棟

3
7
5

D

1
,
2
7
5

2
,
4
5
0

3 5 0

4 5 0

Ｌ 型 側 溝 新 設

Ｋ

既設高度処理棟

180× 205× 250× 600

180× 205× 250× 600

ア ス フ ァ ル ト 舗 装 新 設

ア ス フ ァ ル ト 表 層 新 設

街 渠 新 設 街 渠 新 設

植 込 新 設

自 立 名 称 サ イ ン 新 設

ｺﾝｸﾘｰﾄ境 界 ﾌﾞﾛｯｸ新 設

ｺﾝｸﾘｰﾄ境 界 ﾌﾞﾛｯｸ新 設

一 般 車 両 侵 入 防 止 バ リ カ ー (上 下 式 )新 設

L型 側 溝 新 設L型 側 溝 新 設

L型 側 溝 新 設

コ ン ク リ ー ト 擁 壁 Ｂ 新 設

既 存 雨 水 桝 嵩 上 げ

+290

既 存 Ｌ 型 側 溝

6
,
2
8
0ス ロ ー プ 新 設

勾 配 1/12

ア ス フ ァ ル ト 舗 装 新 設

雨 水 桝 新 設

雨 水 桝 新 設 雨 水 桝 新 設

一級建築士事務所 広島県知事登録 25(1)第3396号

50

D10-＠200

50

捨ｺﾝｸﾘｰﾄt=50・砕石敷t=100

設備基礎

5
0
0

350

設備基礎新設 詳細図ｄ 1/20

D13

1
00

5
0

1
5
0

コンクリート直押え

87

6,000 6,000

9

375

1/20忍び返し付きフェンス（基礎共）新設 詳細図Ｑ

D10＠300ﾀﾃﾖｺS
350□

テンションケーブル

φ50.8×2.3 φ50.8×2.3

ワイヤメッシュ

（ハイテンション線）

3
0

1
,4
7
0

1
,5
0
0

2,000 2,000

42
0

6
00

1
0
0

砕石敷t=100

1
,5
0
0

42
0

計6か所( L 5か所, R 1か所)



サイズ：W800×H250×D25

アスファルト舗装新設
アスファルト舖装新設

縁石新設

既存門扉

植込、縁石新設

縁石新設

縁石新設

△
道

路
境

界
線

5050 1,100

A-A断面図 S=1/20

土間コンクリート新設

▽G.L.

ﾌﾟﾗｲﾑｺｰﾄPK-3

アスファルト舗装

ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物

再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ

1
0
0
5
0

3
0
0

1
,
85
0

1
,
6
00

防水型複層塗材E吹付

目隠しフェンス新設

門壁:RC打放(B種)の上

正面図 S=1/20A-A断面図 S=1/20

1
,6
0
0

180

1,
8
5
0

5
0

1
,
8
00

土間コンクリート新設

▽G.L.

土間コンクリート舗装新設

アスファルト舗装

再生密粒度アスコン t=50
粒度調整砕石 t=100
再生切込砕石 t=200

メッシュフェンス H=1,800 新設

5
0
0

3
,
0
0
0

3
,
5
0
0

K

K

K

K

6,000

平面図　　1/50

K

A

既存擁壁

既存緑石

既存擁壁

土間コンクリート新設

既存のまま

既存のまま

±0

+1900ＤＮ

既存門柱

既存Ｌ型側溝

既存側溝

B

B

+100

1
,
1
0
0

レール基礎 新設

Ｌ型側溝
新設

1
,
0
0
0

側溝

既存ネットフェンス H=1,800

メッシュフェンス H=1,800 新設

1
,
1
0
0

忍び返し付きフェンス　H=1,600

忍び返し付きフェンス　H=1,600

既存忍び返し付きフェンス　H=1,800

既存忍び返し付きフェンス　H=1,800

2
0
,
6
0
0

2
,
6
0
0

1
0
0

1,250 6,000 1,250

250 8,500 250

9,000

門扉Ｃ新設 門扉Ｂ新設

メッシュフェンス H=1,600 新設

既存擁壁

メッシュフェンス H=1,600 新設

1
0
0

1
,
6
0
0

忍び返し付きフェンス　H=1,600

新設

既存遮熱性舗装ブロック

既存地先境界ブロック

既存マンホール

既存マンホール

1
,
0
0
0

1
,
0
0
0

1
7
,
5
0
0

2
,
1
0
0

2
,
1
0
0

1
,
0
0
0

地先境界ブロック 新設

150×150×600

アスファルト表層 新設

アスファルト表層 新設

新設
側溝
新設

1,500

6
8
0

440 1
,
7
8
0

5
0

1
0
0

4
5
0

D10＠300ﾀﾃﾖｺS

50

捨ｺﾝｸﾘｰﾄt=50・砕石敷t=100

600 50

30
0

15
0

D10-＠200 ﾀﾞﾌﾞﾙﾁﾄﾞﾘ

▽ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装

側溝

10
0

1
2
5

180300250

D10-＠200

新設
斫り出し鉄筋

1
00

50
30
0

現場打ち側溝用ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ T-25
（鋼製溶融亜鉛ﾒｯｷ仕上・枠付）

1
8
0

2,1105,500193

メッシュフェンス H=1,600 新設 メッシュフェンス H=1,600 新設

600 150180

1
,
1
0
0

1
8
0

900

1
8
0

5,500 2,100

メッシュフェンス H=1,800 新設

レール基礎 新設

+1700

メッシュフェンス H=1,800 新設

A

A

アスファルト舖装新設

Ｎ

+100

+1700

±0

±0

既存側溝

グレーチング蓋 新設

勾配1/10

勾配1/10

250

清掃、モルタル補修
既存門柱

清掃、モルタル補修

粗面仕上げ t=150 D10@200

透水性インターロッキングブロック 200×100

340

1
0
0
5
0

5
0
0

5018050

501,100

D10-＠200

D13

D10-＠200

D10-＠200

D13

D13
新設

レール基礎

D10-＠200

D13

ﾀﾞﾌﾞﾙﾁﾄﾞﾘ
D10-＠200

D10-＠200

門扉Ｄ新設

側溝廻り新設詳細図　　1/20

1/20、1/50 Ｒ 1/20、1/50門扉Ａ（東側）新設 詳細図

1/20、1/50

Ｓ

門扉Ｄ（西側）新設 詳細図Ｚ
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設計荷重・・・昭和５７年改正の建築基準法・同施行令に基づく

上高耐候性樹脂粉体塗装、ボルトは溶融亜鉛めっきの上防錆

マグネシウム合金めっき（四角ナットは溶融亜鉛めっき）の

樹脂粉体塗装とする。但し、ナット付縦枠は亜鉛・アルミ

外装は亜鉛・アルミ・マグネシウム合金めっきの上高耐候性
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勾配処理図 勾配・コーナー変化点処理図

目隠しフェンス新設 詳細図Ｈ Ｉ メッシュフェンス新設 詳細図1/3、1/5、1/30 1/5、1/30
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（朝日スチール工業(株) LV-1800同等品以上とする）
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1/5、1/40Ｚ 門扉Ｄ新設 詳細図

外構詳細図（１２）（参考図）
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C - C

B - B

A - A

地盤改良体

2.024mGL-3.576m
(GL-4.081m) (1.519m)

17本＋(1本)GL-5.6mφ800

ウルトラコラム工法（GBRC性能照明　第08-06号　改）

設計基準強度 Fc=1,000KN/㎡

コラム径 配置本数改良体長空堀深度掘削深度

耐震性貯水槽　４０ｍ　型（吸管投入孔１箇所）　材料表

種　　別

基　礎　材

敷きモルタル

アンカーグリップ

ＰＣ鋼より線

グラウト

アンカープレート
よこ組接合

基礎コンクリート

P500
(プレキャスト)

集水ピット

耐震性貯水槽　４０ｍ　型（吸管投入孔１箇所）　組立材料表

オプション

接合(固定)

PC鋼より線

7本より15.2mm

緊張荷重147kN

M16x85

ボルト

ボルトM16x70

1

数　量単位

2

1

1

個

組

1

摘　要

ステップ

M16x210

ボルト
1個

ボルトM12x30基 1 オプション

規　　　格

鋳　鉄　製

種　　別

Type-A

直壁ブロック

鉄蓋(口環付)

Type-C

Type-D

Type-B

f'ck=40N/mm , W= 7010kg

f'ck=40N/mm , W=11370kg

f'ck=40N/mm , W= 6700kg

f'ck=40N/mm , W=11070kg

(プレキャスト)

水槽本体

(プレキャスト)

吸管投入孔

f'ck=40N/mm , W=1120kg

梯　　子 ステンレス製,L=2108

f'ck=40N/mm , h=880,W=780kg

2
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　 特 記 事 項 係

長

工 事 名 称

図 面 名 称 縮 尺

製作年月日

上下水道庁舎

当初・変更・完成

図 番
2025年 8月平

尾
出
口

A1:1/50

A3:1/100

耐　震　性　貯　水　槽　　４０ｍ 　標準組立図（吸管投入孔１箇所）
3

基礎平面図平　面　図

2

2

2

2

2

2

3

3

個

個

摘　要

t=150以上4.42

数　量

3ｍ

単位

t=200以上5.37

4

0.49

3ｍ

本

ｍ 3

8

0.028

8

3ｍ

規　　　格

1:3 配合 , t=20

グリッパー15.2mm用

100x100x19(SS400)

クラッシャーラン（割栗石）, t=200

7本より15.2mm L=8.00m

f'ck=21N/mm , t=1502

(内面)

ポリウレタン系

(内面)
ポリウレタン系

防水仕様

シーリング材

シーリング材

(内面)
ポリウレタン系
シーリング材

ａ 防火水槽新設 詳細図 　　 1/50

外構詳細図（１３）（参考図）
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駐 車 場
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駐 車 場
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駐 車 場

駐車場 17台

出 入 口

▽

▽

出 入 口

出 入 口▽

市 道

(法 42条 1項 1号 道 路 )

市 道

(法 42条 1項 1号 道 路 )
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(法 42条 1項 1号 道 路 )
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雨水配管(管呼径)VP

***

凡　 例

設計GL②からの高さを示す

集水桝

街渠、Ｌ型側溝

Ｖ形側溝

計画建物を示す

自由勾配側溝、側溝

VP100

VP200

VP100

VP250VP200

VP200
VP200

VP150
VP150

VP150 VP150VP200

VP200

VP150

VP100

VP60

VP125 VP150

VP125

VP200 VP200

VP200
VP200

VP150

VP250

VP250

VP250

VP60

既 存 公 共 下 水 管 へ 接 続

250HP250HP

雨水
経路

汚 水 取 付 管 VP150φ
経路
汚水

6532

10

雨水桝

11

12

4

7

雨水桝

8

9
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イ

既存雨水桝既存雨水桝
ロ

16 17
13

1

ハ

排水池に接続
排水池からポンプにて
野々池貯水池に放流

Ｈ

ＨＨＨ Ｈ Ｈ

Ｂ

Ｐ

Ｂ

Ｃ

既存桝に接続

Ａ

Ｄ

Ｆ Ｇ

Ｈ

Ｈ
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Ｂ
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Ｌ

Ｈ
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Ｈ
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Ｍ
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Ｎ ＮＯ Ｏ

Ｑ

Ｐ

Ｈ

Ｈ

Ｈ
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導水ﾎﾟﾝﾌﾟ室

排 水 池

濃 縮 槽

ポンプ室

UP倉庫棟

9台
駐車場
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次亜タンク室

詳細図参照

符号

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

名称

詳細図参照

詳細図参照 Ｅ

Ｆ

Ｇ

Ｈ

仕様

Ｉ

Ｊ

Ｋ

Ｌ

詳細図参照

詳細図参照

詳細図参照

詳細図参照

街渠新設

Ｌ型側溝新設 自由勾配側溝新設

既存雨水桝嵩上げ

詳細図参照

詳細図参照

詳細図参照

詳細図参照

詳細図参照

雨水桝Ａ新設

雨水桝Ｂ新設

雨水桝Ｃ新設

雨水桝Ｄ新設

雨水桝Ｅ新設

雨水桝Ｆ新設

雨水桝Ｆ新設 詳細図参照Ｍ

Ｎ 雨水桝新設

詳細図参照雨水側溝新設

詳細図参照雨水桝新設Ｏ

Ｐ

Ｖ形側溝新設

詳細図参照雨水桝新設

53ｍ（参考数量）

156ｍ（参考数量） 12ｍ（参考数量）

50ｍ（参考数量）

雨水排水新設リスト
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UPDN

スロープ
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勾配1/12

担
当技

術
者

技
術
者

担
当

主
任技

術
者

管
理技

術
者

担

当

担
当
課
長

課

長

係

長

管理建築士　一級建築士（大臣）第335100号　山本　裕一

　 特 記 事 項 工 事 名 称
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製作年月日

2025年 8月
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450

舗装面

180×205×250×600

植込

（鋼製溶融亜鉛ﾒｯｷ仕上・枠付）

インバートコンクリート

捨てコンクリートt=50

砕石t=100

現場打ち集水桝用ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ T-14

コンクリートふた T-14

（鋼製溶融亜鉛ﾒｯｷ仕上・枠付）

（鋼製溶融亜鉛ﾒｯｷ仕上・枠付）
現場打ち集水桝用ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ T-2

Ｄ10-200＠ﾀﾃﾖｺS 端部・隅角部はD13とする Ｄ10-200＠ﾀﾃﾖｺS 端部・隅角部はD13とする

ｺﾝｸﾘｰﾄ境界ﾌﾞﾛｯｸ 車路

舗装面

鉄筋コンクリートＬ形

（鋼製溶融亜鉛ﾒｯｷ仕上・枠付）

舗装面

モルタル

再生クラッシャラン

鉄筋コンクリートＶ形ブロック

法面

D10＠300ﾀﾃﾖｺS

植栽

捨ｺﾝｸﾘｰﾄt=50・砕石敷t=100

縞鋼板製蓋t3.2

砕石t=100

捨てコンクリートt=50

砕石t=100

捨てコンクリートt=50

砕石t=100

捨てコンクリートt=50

砕石t=100

捨てコンクリートt=50

砕石t=100

捨てコンクリートt=50

砕石t=100

捨てコンクリートt=50

砕石t=100

捨てコンクリートt=50

（鋼製溶融亜鉛ﾒｯｷ仕上・枠付）

現場打ち集水桝用ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ T-14

砕石t=100

捨てコンクリートt=50

現場打ち集水桝用ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ T-25

▽ＧＬ

SUS製ﾉｰﾌﾞﾚﾝｽﾃｯﾌﾟ22φ11ヶ所 新設

既存鋳鉄製ふた及び枠 600φ 撤去

調整金具 新設

調整リング600φ 新設

SUS製ﾉｰﾌﾞﾚﾝｽﾃｯﾌﾟ22φW400 新設

SUS製ﾉｰﾌﾞﾚﾝｽﾃｯﾌﾟ22φW400 新設

既存躯体

既存ｽﾃｯﾌﾟ鉄筋13φ11ヶ所 撤去

70
0

20
0

桝符号 イ

Ｄ10-200＠ﾀﾃﾖｺS

現場打壁

端部・隅角部はD13とする

既製品合せ
型枠処理

150

鋳鉄製ふた及び枠 T25 新設

砕石t=100

捨てコンクリートt=50

砕石t=100

捨てコンクリートt=50

インバートコンクリート

捨てコンクリートt=50

砕石t=100

現場打ち集水桝用ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ T-14、T-25

細目グレーチングふた T-14

既存雨水桝にVP200φ接続

20
0

既存雨水桝にVP200φ接続

20
0

（鋼製溶融亜鉛ﾒｯｷ仕上・枠付）

既存雨水桝にVP250φ接続

現場打ち集水桝用ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ T-25

25
0

（鋼製溶融亜鉛ﾒｯｷ仕上・枠付）
現場打ち集水桝用ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ T-25

既存雨水桝にVP150φ接続

15
0

（鋼製溶融亜鉛ﾒｯｷ仕上・枠付）
現場打ち集水桝用ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ T-25

20
0

（鋼製溶融亜鉛ﾒｯｷ仕上・枠付）

現場打ち集水桝用ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ T-25

（鋼製溶融亜鉛ﾒｯｷ仕上・枠付）
現場打ち集水桝用ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ T-25

腰壁用接着系ｱﾝｶｰ打ち D10＠200
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図 面 名 称 縮 尺

製作年月日

上下水道庁舎

当初・変更・完成

図 番
2025年 8月平
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口 雨水排水詳細図

A1:1/10､20

A3:1/20､40

Ａ Ｂ1/10 Ｃ街渠新設 詳細図 L型側溝新設 詳細図 雨水桝新設 詳細図 1/20 Ｄ 雨水桝新設 詳細図 1/20 Ｅ 雨水桝新設 詳細図 1/20

雨水桝新設 詳細図 1/20Ｆ Ｇ 雨水桝新設 詳細図

雨水桝新設 詳細図

1/20

Ｈ

1/20 Ｋ1/20 1/20自由勾配側溝新設 詳細図ＪＩ 雨水桝新設 詳細図

1/10

1/20 Ｌ 既存雨水桝嵩上げ 詳細図 1/20 Ｍ Ｖ形側溝新設 詳細図 1/10 1/20雨水側溝新設 詳細図

雨水桝新設 詳細図

1/10Ｎ 雨水桝新設 詳細図 雨水桝新設 詳細図 1/10Ｏ

Ｐ

1/20自由勾配側溝新設 詳細図Ｑ
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端部・隅角部はD13とするＤ10-200＠ﾀﾃﾖｺS

Ｄ10-200＠ﾀﾃﾖｺS 端部・隅角部はD13とする Ｄ10-200＠ﾀﾃﾖｺS 端部・隅角部はD13とする Ｄ10-200＠ﾀﾃﾖｺS 端部・隅角部はD13とする

Ｄ10-200＠ﾀﾃﾖｺS 端部・隅角部はD13とする

Ｄ10-200＠ﾀﾃﾖｺS

端部・隅角部はD13とする

Ｄ10-200＠ﾀﾃﾖｺS 端部・隅角部はD13とする Ｄ10-200＠ﾀﾃﾖｺS 端部・隅角部はD13とする
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Ｔ-14　枠付

700
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桝リスト

記　号 桝種別

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

集水桝　Ｈ

集水桝　Ｈ

集水桝　Ｈ

集水桝　Ｈ

集水桝　Ｈ

集水桝　Ｈ

集水桝　Ｈ

集水桝　Ｈ

勾配図 1/100

▽設計GL①±0

3
0

4
4
0

5,000

3
0

1/100

桝内寸 管底(Ｈ)設計GLより

300

400

440

980

桝天端高さ

±0

-20

-30

-100

-130

桝高さ(Ｈ)

450

550

590

1130

蓋仕様

グレーチング蓋

グレーチング蓋

グレーチング蓋
スチール製細目グレーチング

備　考

グレーチング蓋
スチール製細目グレーチング

グレーチング蓋
スチール製細目グレーチング

グレーチング蓋
スチール製細目グレーチング

グレーチング蓋
スチール製細目グレーチング

スチール製細目グレーチング

スチール製細目グレーチング

グレーチング蓋
スチール製細目グレーチング

1 2 3

1/100 1/100

12,000 4,500 7,500 12,000

3
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0
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1/100

5,400

12

5
0

9
8
0

8,000

1/100

15

6
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イ

6
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▽設計GL①±0

▽設計GL①±0

5,40011,800

1
1
0
0

1/100

7
3
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1
5
8
0

嵩上げ
既存マンホール

13

14

15

集水桝　Ｈ

集水桝　Ｈ

集水桝　Ｈ

集水桝　Ｈ

グレーチング蓋

グレーチング蓋

スチール製細目グレーチング

スチール製細目グレーチング

グレーチング蓋

グレーチング蓋

スチール製細目グレーチング

スチール製細目グレーチング

Ｔ-2　枠付

集水桝　Ｈ グレーチング蓋
スチール製細目グレーチング

集水桝　Ｈ グレーチング蓋
スチール製細目グレーチング

グレーチング蓋
スチール製細目グレーチング

3

4
0
0

350×350

350×350

400×400

400×400 400 -30 450

400×400
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520 -30 670

640 -40 790

400×400 690 -100 840
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770
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350×350 730 880

800 950

-50

-50

350×350 1000 -100 1150

-60

既存配管開口へ接続
VP250

設計GL①より

集水桝　Ｉ

Ｔ-14　枠付

Ｔ-14　枠付

Ｔ-14　枠付

Ｔ-14　枠付

Ｔ-14　枠付

Ｔ-14　枠付
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VP100

VP150

1/100

VP150

1/100

VP150

1/100

10,000 10,00011,600

イ 嵩上げ桝　イ 600φ 2310 -60 4950 鋳鉄製蓋
既存250φ配管開口へ接続

Ｃ

Ｄ

集水桝　Ｃ

集水桝　Ｄ

グレーチング蓋
スチール製細目グレーチング

グレーチング蓋
スチール製細目グレーチング

-50

記　号 桝種別 桝内寸 管底(Ｈ)設計GLより
桝天端高さ

桝高さ(Ｈ) 蓋仕様 備　考

-100500 650
Ｔ-14　枠付

設計GL②より

集水桝　Ｈ グレーチング蓋
スチール製細目グレーチング

-50
Ｔ-14　枠付

集水桝　Ｈ グレーチング蓋
スチール製細目グレーチング

-50
Ｔ-14　枠付

16

17

5
0

5
0

9
0
0

8
0
0

7
0
0

850

900

800 950

1050

管種凡例

記号

ＶＰ

特記

・配管勾配及び管底は、敷地レベル等測定・調査の上、係員の承認を得て施工のこと。

・桝内の配管落差は、10mm程度確保のこと。

・桝底は管底-150mm以上確保のこと。

・配管勾配は勾配図参照。

硬質塩化ビニル管

仕様

・特記なき限り、縦樋から第１桝まではステンレス継手とする。

Ｔ-25　枠付

Ｔ-25　枠付

Ｔ-25　枠付

Ｔ-25　枠付

Ｈ Ｈ

Ｔ-14　枠付

Ｔ-14　枠付

Ｔ-14　枠付

Ｔ-14　枠付

Ｔ-14　枠付

Ｆ 集水桝　Ｆ グレーチング蓋
スチール製細目グレーチング

600 -20 750

グレーチング蓋
スチール製細目グレーチング

Ｇ 集水桝　Ｇ +901160

Ｔ-25　枠付

Ｔ-25　枠付

450×450

450×450

450×450

500×500

500×500

450×450

450×450

400×400

500×500

450×450

500×500

500×500

1200

1250

1250

11001160

屋根：250.24㎡ A 屋根：241.20㎡ B

屋根：21.01㎡

屋根：241.20㎡ C D屋根：209.24㎡

H

屋根：32.46㎡ F

屋根：241.20㎡ B

屋根：250.24㎡ A屋根：250.24㎡ A

屋根：241.20㎡ B

屋根：250.24㎡ A

屋根：21.01㎡

屋根：241.20㎡ B

屋根：250.24㎡ A

屋根：21.01㎡

屋根：241.20㎡ C

H H

屋根：32.46㎡ F

J屋根：5.41㎡

G屋根：38.55㎡

G屋根：38.55㎡

D屋根：209.24㎡ 屋根：70.59㎡ E

屋根：241.20㎡ B

屋根：250.24㎡ A

屋根：21.01㎡

屋根：241.20㎡ C

D屋根：209.24㎡

H

屋根：241.20㎡ B

屋根：250.24㎡ A

屋根：21.01㎡

屋根：241.20㎡ C

D屋根：209.24㎡

H

屋根：70.59㎡ E

屋根：241.20㎡ B

屋根：250.24㎡ A

屋根：21.01㎡

屋根：241.20㎡ C

D屋根：209.24㎡

H

屋根：70.59㎡ E

屋根：241.20㎡ B

屋根：250.24㎡ A

屋根：21.01㎡

屋根：241.20㎡ C

D屋根：209.24㎡

H

屋根：70.59㎡ E

屋根：32.46㎡ F

J屋根：5.41㎡ 屋根：241.20㎡ B

屋根：250.24㎡ A

屋根：21.01㎡

屋根：241.20㎡ C

D屋根：209.24㎡

H

屋根：70.59㎡ E

屋根：32.46㎡ F

J屋根：5.41㎡ 屋根：241.20㎡ B

屋根：250.24㎡ A

屋根：21.01㎡

屋根：241.20㎡ C

D屋根：209.24㎡

H

屋根：70.59㎡ E

屋根：32.46㎡ F

J屋根：5.41㎡

G屋根：38.55㎡

1舗装面：113.40㎡

2舗装面：83.60㎡

1舗装面：113.40㎡

2舗装面：83.60㎡

1舗装面：113.40㎡

2舗装面：83.60㎡

1舗装面：113.40㎡

2舗装面：83.60㎡

1舗装面：113.40㎡

2舗装面：83.60㎡

舗装面：155.65㎡ 3

舗装面：284.00㎡ 4

1舗装面：113.40㎡

2舗装面：83.60㎡

舗装面：155.65㎡ 3

舗装面：284.00㎡ 4

1舗装面：113.40㎡

2舗装面：83.60㎡

舗装面：155.65㎡ 3

舗装面：284.00㎡ 4

6舗装面：267.00㎡

7舗装面：245.10㎡

5
0
0

1
0
0

▽設計GL②±0

5
0

6
0
0

1/100

2
0
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1
1
9
0

5
0
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自由勾配側溝 Ｊ

11,000 11,000

1
0
0

6
0
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ＫＣ Ｆ Ｃ Ｄ

1
2
0
0

K屋根：18.03㎡ K屋根：18.03㎡

▽設計GL②±0

Ｃ

5
0

1
2
0
0

5,000

5
0

既存配管開口へ接続

VP200

VP150

1/100 1/100

1
4
1
0

K屋根：18.03㎡

舗装面：12.76㎡

舗装面：222.60㎡

舗装面：323.82㎡
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14

a

11

4,700

1
3
0
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既存配管開口へ接続

VP200

9
0

1
1
6
0

9
0

▽設計GL②±0

Ｇ

10

8

9

b

舗装面：215.34㎡

舗装面：486.60㎡

舗装面：40.35㎡

舗装面：267.80㎡

間地：39.70㎡

間地：81.14㎡

1舗装面：113.40㎡

2舗装面：83.60㎡

舗装面：155.65㎡ 3

舗装面：284.00㎡ 4

6舗装面：267.00㎡

7舗装面：245.10㎡

5舗装面：120.39㎡1舗装面：113.40㎡

2舗装面：83.60㎡

舗装面：155.65㎡ 3

舗装面：284.00㎡ 4

6舗装面：267.00㎡

7舗装面：245.10㎡

5舗装面：120.39㎡

舗装面：12.76㎡

舗装面：222.60㎡

舗装面：323.82㎡

12

13

14

ロ

ハ

VP125 VP150

VP125

VP200 VP200

VP200 VP200

VP150

VP250 VP250 VP250

VP150

間地：103.70㎡

間地：103.70㎡ c

c
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製作年月日

上下水道庁舎
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一級建築士事務所 広島県知事登録 25(1)第3396号
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雨 水 桝

駐車場

（10台）

身障者用

駐車場

バイク置場

（3台）

駐輪場（3台）

バイク置場 （10台）
駐輪場 （20台）

（30台）

（1台）

敷 地 内 通 路

▽

出 入 口

▽

出 入 口

計 画 建 物

既存擁壁

EV充電スタンド基礎

３ヶ所

焼付塗装
停止線

新設

一般車両侵入防止バリカー(上下式)

外部注意喚起用床材

外部注意喚起用床材

6
,
6
9
0

+1260

+1310

+1310

+1330

+1210

+1200

+1160

+1030

+1080+1190

+1200

+1100

+1150

+1230

+1230

+1130

+1180

+1200

+290
+230

+230

+1130

+1130

Ｎ

符号

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

名称

詳細図参照

詳細図参照

土間コンクリート新設

アスファルト舗装新設

植込、縁石新設 詳細図参照

縁石新設 詳細図参照

Ｅ 参考図参照

メッシュフェンス新設

コンクリート擁壁Ｂ新設

コンクリート擁壁Ａ新設

目隠しフェンス新設

外灯ポールライト基礎新設 コンクリート製独立基礎 500×500×1200 程度 8箇所

EV充電スタンド基礎新設

門扉Ａ新設

詳細図参照Ｗ

門扉Ｂ新設

門扉Ｃ新設

バリカー(上下式)新設

透水性ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ敷き200×100新設

参考図参照

参考図参照

Ｖ

Ｕ

Ｔ

Ｓ

詳細図参照

詳細図参照

参考図参照Ｒ

白線　焼付塗装　W=100、ゼブラ表示

シート張り

詳細図参照

駐車場白線引き新設

車止め新設

思いやり駐車場標示新設

Ｐ

Ｏ

Ｎ

Ｍ

詳細図参照忍び返し付きメッシュフェンス新設Ｑ

スロープ(車路)Ａ新設 詳細図参照Ｌ

H＝1.8ｍフェンス L＝8ｍ（参考数量）、参考図参照

H＝1.6ｍフェンス L＝118ｍ（参考数量）、参考図参照

詳細図参照

詳細図参照

Ｋ

Ｊ

Ｉ

フェンス L＝220ｍ（参考数量）、参考図参照

参考図参照

参考図参照

Ｈ

Ｇ

Ｆ

詳細図参照消防水利標識新設ｂ

カーブミラー新設

細目グレーチングふた T-25新設

ａ 防火水槽新設 詳細図参照

溝幅350

Ｚ 門扉Ｄ新設 詳細図参照

詳細図参照

Ｘ

Ｙ

詳細図参照設備基礎新設

仕様

ｄ

OS-1 OS-2 自立名称サイン新設 サイン詳細図参照

ｅ 参考図参照電動門扉開閉押しﾎﾞﾀﾝｽｲｯﾁｽﾀﾝﾄﾞ新設

駐輪場屋根Ａ(駐輪場＋ﾊﾞｲｸ置場)新設

駐輪場屋根Ｂ(駐輪場)新設

駐輪場屋根Ｃ(ﾊﾞｲｸ置場)新設

高齢者利用経路

視覚障害者利用経路

注意喚起表示

誘導表示

凡　例

外構リスト 透水性ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ敷き200×100新設範囲を示す

アスファルト舗装新設範囲を示す

土間コンクリート新設範囲を示す

アスファルト表層新設範囲を示す

透水性ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ敷き200×200新設範囲を示す

※低木①の樹種はカイヅカ、低木②の樹種はツツジとする。

※樹木の新設は低木①：樹高H2.0m×幹周C10㎝程度とする。

※樹木の新設は低木②：樹高H0.5m×枝張W0.5m程度（5株/㎡程度）とする。

***

申請建物を示す

凡　 例

設計GL②からの高さを示す

新設緑地を示す（全て芝張りとする）

高度処理棟

自家発電機室 Ｈ

Ｌ

Ｍ

Ｄ

Ａ

Ｏ

Ｉ

Ｈ

Ｙ

Ｕ

ｂ

Ｖ

Ｒ

Ｃ
ａ

OS-2

Ｎ

ＭＣ

Ｐ

Ｖ

OS-1

外灯

Ｂ

Ｃ

Ｃ

ＥＢ

Ｕ

Ｐ

外灯

Ｏ

Ｐ

外灯

Ｍ

Ｗ

Ｏ

外灯

Ｐ

Ｄ

Ｕ

Ｕ
Ｄ

Ｋ

Ｈ

Ｂ Ｆ

Ｃ

Ｄ

身障者Ｐサイン

拡大外構図（１）　1/100

低木②新設：3㎡

低木②新設：3㎡

低木②新設：4㎡

低木②新設：1.5㎡

低木②新設：2㎡

低木①新設：9本低木②新設：30㎡

3,500

DN
勾配1/12
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管理建築士　一級建築士（大臣）第335100号　山本　裕一

　 特 記 事 項 工 事 名 称

図 面 名 称 縮 尺

製作年月日

2025年 8月

一級建築士事務所 広島県知事登録 25(1)第3396号

(仮 称 )上 下 水 道 庁 舎 建 設 工 事

明石市都市局住宅･建築室営繕課平
尾

出
口

A1:1/100

A3:1/200拡大外構図（１）

上下水道庁舎

当初・変更・完成

図 番
G-22
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　 特 記 事 項 係

長

工 事 名 称

図 面 名 称 縮 尺

製作年月日

上下水道庁舎

当初・変更・完成

図 番
2025年 8月平
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-130

計 画 建 物

次亜タンク室 自家発電機室

芝張り新設：60㎡程度

Ｋ

アルミ手摺

Ｃ

低木②新設：2㎡

▽

出 入 口

Ｂ

Ｈ

+1230

Ｊ

+1260

DN

+1210

+1260
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ｄ

DN UP

±0

Ｃ

±0

Ｂ

バイク置場

（10台）

-20

外灯

Ｃ Ｐ

低木①新設：2本

Ｏ

Ｍ
-100

-100

（13台）

±0

外灯

Ｐ

Ｏ

±0

-110

Ｍ

-70

-130

-40 -50

雨 水 桝

-20

+90

低木②新設：30㎡

Ｃ

雨 水 桝 天 端

低木①新設：9本

KBM± 0 = 設 計 GL② +90

+230
+290

+230

勾配1/12

スロープ

U
P

+1320
+1350

Ｉ

△道路境界線

△道路境界線

符号

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

名称

詳細図参照

詳細図参照

土間コンクリート新設

アスファルト舗装新設

植込、縁石新設 詳細図参照

縁石新設 詳細図参照

Ｅ 参考図参照

メッシュフェンス新設

コンクリート擁壁Ｂ新設

コンクリート擁壁Ａ新設

目隠しフェンス新設

外灯ポールライト基礎新設 コンクリート製独立基礎 500×500×1200 程度 8箇所

EV充電スタンド基礎新設

門扉Ａ新設

詳細図参照Ｗ

門扉Ｂ新設

門扉Ｃ新設

バリカー(上下式)新設

透水性ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ敷き200×100新設

参考図参照

参考図参照

Ｖ

Ｕ

Ｔ

Ｓ

詳細図参照

詳細図参照

参考図参照Ｒ

白線　焼付塗装　W=100、ゼブラ表示

シート張り

詳細図参照

駐車場白線引き新設

車止め新設

思いやり駐車場標示新設

Ｐ

Ｏ

Ｎ

Ｍ

詳細図参照忍び返し付きメッシュフェンス新設Ｑ

スロープ(車路)Ａ新設 詳細図参照Ｌ

H＝1.8ｍフェンス L＝8ｍ（参考数量）、参考図参照

H＝1.6ｍフェンス L＝118ｍ（参考数量）、参考図参照

詳細図参照

詳細図参照

Ｋ

Ｊ

Ｉ

フェンス L＝220ｍ（参考数量）、参考図参照

参考図参照

参考図参照

Ｈ

Ｇ

Ｆ

詳細図参照消防水利標識新設ｂ

カーブミラー新設

細目グレーチングふた T-25新設

ａ 防火水槽新設 詳細図参照

溝幅350

Ｚ 門扉Ｄ新設 詳細図参照

詳細図参照

Ｘ

Ｙ

詳細図参照設備基礎新設

仕様

ｄ

OS-1 OS-2 自立名称サイン新設 サイン詳細図参照

ｅ 参考図参照電動門扉開閉押しﾎﾞﾀﾝｽｲｯﾁｽﾀﾝﾄﾞ新設

駐輪場屋根Ａ(駐輪場＋ﾊﾞｲｸ置場)新設

駐輪場屋根Ｂ(駐輪場)新設

駐輪場屋根Ｃ(ﾊﾞｲｸ置場)新設

外構リスト 透水性ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ敷き200×100新設範囲を示す

***

申請建物を示す

凡　 例

設計GL②からの高さを示す

新設緑地を示す（全て芝張りとする）

アスファルト舗装新設範囲を示す

土間コンクリート新設範囲を示す

アスファルト表層新設範囲を示す

透水性ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ敷き200×200新設範囲を示す

※低木①の樹種はカイヅカ、低木②の樹種はツツジとする。

※樹木の新設は低木①：樹高H2.0m×幹周C10㎝程度とする。

※樹木の新設は低木②：樹高H0.5m×枝張W0.5m程度（5株/㎡程度）とする。

A1:1/200

A3:1/100拡大外構図（２）

拡大外構図（２）　1/100

（20台）駐輪場
バイク置場（10台）
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